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練馬地域ユニオン第 26 回定期大会開催 

2021年 10月 23日（土）午後 6時 15分か

ら練馬区立勤労福祉会館 2階大会議室に於い

て練馬地域ユニオン第 26回定期大会が開催

されました。 

今年度もコロナ禍の状況を考慮し来賓のご

招待は控えさせていただき、メッセージのお

願いとなりました。全国一般東京労組をはじ

めとして地域の連帯する団体からメッセージ

が多数寄せられました。 

大会は小畠書記次長の司会で開会の挨拶と

議長選出が行われ高井執行委員を議長に選出

し重野執行委員を大会運営委員に指名し大会

議事に入りました。 

議事開始に当たり奥山委員長が総選挙で野

党統一候補の支援、コロナ禍で労働相談より

生活相談が増えている。大会で一年間の総括

をして反貧困、反失業の闘いと最低賃金宣伝

活動を広めようと挨拶されました。 

来賓として練馬全労協の真下事務局長から

は、コロナ禍で活動の困難がありましたが、

ＪＡＬ支援の集会を開催できたことは良かっ

た、練馬全労協と練馬地域ユニオンは共に連

帯して頑張っていこうと挨拶されました。池

袋労働相談情報センターの相談調査担当の石

川さんが大会の取材に見えられましたので、

紹介しご挨拶を頂きました。コロナ禍の中の

労働相談状況とこのような対面での話し合い

は大切ですねと話されました。メッセージ紹

介については団体名の紹介になりました。 

その後例年通り大会資格審査報告、大会成

立確認、一年の経過報告、次年度方針、決

算・予算、会計監査報告、共済報告、スト権

投票、第 26期運営体制の提案と議案に沿っ

て滞りなく進みました。 

組合員の闘いの報告と討論ではトレーナー

ユニオンより、大きな事故もなく、区民の健

康維持に貢献できている。指定管理者選定時

期には気を揉むことや区がしっかりと区民の

健康管理を取り組み、ＮＰＯと協同して安定

したサービスと職場にすることが大切ではな

いかと報告されました。 

稲本組合員からは５年間に及ぶシルバーハ

ートシフト削減の闘いが８月 10日に会社が

控訴取下げで終結になったこととご支援に対

してのお礼の報告がありました。 

山本組合員からは、非正規、反貧困、反失

業の具体的な闘いで共同闘争を取り組み、労

働戦線統一を目指すべきではないかと話され

ました。 

報告討論後に議案採決も全員の拍手で確認

され、議事は終わりました。 

最後に奥山委員長の団結頑張ろうで大会は

成功裏に終わりました。  
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都労委への救済申し立て、 
国交省への団交申し入れで争議解決目指す 

JAL被解雇者労働組合の報告会 

 
11年目に入ったＪＡＬ不当解雇撤回闘争の打

開を目指し新たに結成された「ＪＡＬ被解雇者労

働組合（ＪＨＵ）」（山口宏弥委員長）の報告会

が、練馬全労協の主催で 10月５日に練馬区立勤

労福祉会館で開かれました。 

ＪＨＵは、60歳を過ぎて機長組合の組合員資

格を失い、会社との団体交渉の機会もなくなった

JAL争議団の３人が、４月４日に結成しました。

会社に対して組合結成を通知し、争議解決に向け

た団交の申し入れを行ったものの会社側が応じな

かったため、5月 12日に都労委に不当労働行為

（団交拒否）救済申し立てを行いました。6月９

日には超党派の国会議員 20名が連名で「日本航

空争議の早期解決に向けての要望」を都労委に提

出しました。 

JHUはさらに、国交省が JALの経営再建に関与

し人員削減案を認めた責任があるとして、9月 15

日には国交省に団交の申し入れを行い、拒否すれ

ば都労委に救済申し立てをする構えで闘っていま

す。 

 

報告会では初めに真下・練馬全労協事務局長が

「JAL争議は今年の年末で丸 11年が経とうとし

ています。今日、山口さんの話を聞いて、これか

らも一層支援していこうという気持ちを確認した

い。練馬区労協、練馬労連さんと共に練馬の地域

で運動を進めてまいりたい。共に頑張りましょ

う」と主催者挨拶をしました。続いて小泉・東京

北部労協議長が来賓として「JALの不当解雇はコ

ロナのせいでもないし、当時経営が厳しくなった

から指名解雇したということだが、JALはオリン

ピックのスポンサー企業として名乗りを上げ、今

だって会社は存在し経営は成り立っている。理不

尽な不当解雇を絶対許さないという立場で私たち

も取り組みたいと思っています」と挨拶しまし

た。 

 

山口委員長は、不当解雇撤回闘争と JHU結成の

経緯、現在の闘いの状況を裏話も交えながら報告

しました。不当解雇の前のスト権投票に管財人が

介入したことが、都労委で不当労働行為と認めら

れ救済命令が出たが、会社は中労委を飛び越えて

裁判に持っていき最高裁で不当労働行為が確定し

た経緯があり、会社は労働委員会で争うことを嫌

がっている。20人の国会議員の早期解決の要望

を、労働委員会も非常に意識している。国交省を

相手取って都労委に申し立てることを考えてい

て、そうなれば国交省も迷惑だから「JAL、何と

かしろ」ということになると報告。「乗員の組合

と客室乗務員の組合が社内でやっていることと、

私たちの外での運動を車の両輪として頑張ってや

っていきたい。日本航空は崩れる時はガタガタと

崩れる。そこまで追い込んでいく状況を早くつく

っていきたい。闘いは必ず勝利できると確信して

いる。皆で統一して闘える状況を私たちがつくる

ように精一杯頑張っていきたい」と決意を述べ、

支援を呼び掛けました。 

 

質疑応答の後、客室乗務員の争議団の参加者の

紹介があり、会場カンパが山口委員長に手渡さ

れ、北村・事務局次長の「団結頑張ろう！」で締

めくくりました。
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疲
労
と
付
き
合
う 

皆
さ
ん
は
日
常
的
に
疲
れ
を
感
じ
た
時
、
ど
う
や
っ
て
解
消
し
て
い
ま
す
か
。

疲
労
は
目
に
見
え
な
い
も
の
な
の
で
、
過
度
に
蓄
積
さ
せ
て
思
わ
ぬ
体
調
不
良
に

陥
ら
な
い
よ
う
早
め
の
対
処
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
疲
労
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

や
解
消
法
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。 

疲
労
と
は
「
こ
れ
以
上
の
運
動
や
作
業
を
続
け
る
と
体
に
害
が
及
ぶ
」
と
い
う

体
か
ら
の
警
報
サ
イ
ン
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
疲
労
の
原
因
の
一
つ
と
し
て

「
ア
デ
ノ
シ
ン
」
と
い
う
物
質
が
挙
げ
ら
れ
、
活
動
し
て
い
る
限
り
こ
の
ア
デ
ノ

シ
ン
が
増
え
続
け
、
一
定
量
に
達
す
る
と
強
い
眠
気
を
感
じ
ま
す
。 

疲
れ
た
ら
コ
ー
ヒ
ー
や
エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク
を
飲
ん
で
頑
張
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
カ
フ
ェ
イ
ン
が
ア
デ
ノ
シ
ン
の
受
容
体
と
結
び
つ
く
と
、
眠
く
な
る

の
を
一
時
的
に
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
目
が
冴
え

て
元
気
に
な
っ
た
感
覚
が
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
根
本
的
な
解
決
と
は
言
え
ま
せ
ん
。 

一
般
的
な
疲
労
の
解
消
法
と
し
て
は
睡
眠
や
入
浴
が
あ
り
、
睡
眠
時
に
は
、

「
若
返
り
ホ
ル
モ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
る
成
長
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
高
ま
り
、
傷
つ

い
た
組
織
の
修
復
や
細
胞
の
活
性
化
に
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
入
浴
は
、
血
行

促
進
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
に
加
え
て
、
精
神
的
に
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
で
き

効
果
的
で
す
が
、
そ
の
他
に
も
「
積
極
的
休
養
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
レ
ス
ト
）
」
と

呼
ば
れ
る
方
法
も
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
も
と
も
と
ア
ス
リ
ー
ト
の
間
で
普
及
、
実
践
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
た

だ
安
静
に
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
適
度
な
運

動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
と
、
全
身
の
血
液
循
環
を
良
く
し
て
疲
労
回
復
を
促

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
楽
し
く
体
を
動
か
し
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

れ
ば
、
そ
の
後
の
快
眠
に
も
繋
が
り
ま
す
。 

日
頃
か
ら
疲
労
を
強
く
感
じ
て
い
る
方
は
、
攻
め
の
姿
勢
で
疲
労
解
消
に
働
き

か
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 
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ＪＡＬ被解雇者労働組合 

国交省前 宣伝行動 
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「わかちあい練馬」ｉｎ平成つつじ公園 

生活相談・食品配付行われる 
2021年 11月３日（水）練馬駅北口・平成

つつじ公園で「わかちあい練馬」による食品

無料配布が５月 23日に続いて行われました。

開始時間には長い列ができ、予定していた

200個をオーバーし、急ぎ無料食品が追加さ

れました。各種の相談会、野外ミニコンサー

トも行われなごやかに開催されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食品配付テント裏側 
 

長い列の最後尾 

 

 

 


